
 

 

第６６回 男鹿駅伝競走大会ｲﾍﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄ（第 2 回：2 区） 

 

【第 2 区】 

 ﾚｰｽは 1 区の混戦状況から 2 区へ。 

 まず、この駅伝における 2 区の役割であるが、”つなぎ区間”であるものの、1 区ではそこ 

まで大きなﾀｲﾑ差がついていないため、駅伝の流れを決める上での役割は非常に大きい。 

 ﾄｯﾌﾟﾁｰﾑは順位をｷｰﾌﾟしながら後続との差を広げる役目、それ以外のﾁｰﾑは前とのﾀｲﾑ差 

を縮め、一つでも上の順位へ押し上げる役目がある。 

 見所としては、前半区間で差が開いていないだけに、2 区に力のある選手が控えていると、 

仮に 1 区で出遅れるようなことがあっても、前を行くﾁｰﾑを次々にｺﾞﾎﾞｳ抜きし、ﾄｯﾌﾟに躍り 

出るような展開も期待できることにある。 

 

  

2 区：9.5km（男鹿中出張所～男鹿市役所）   7/1 監督車に貼り付けられた新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾛｺﾞ 

 

 男鹿駅伝の 2 区の特徴としては、走り出して約 3km で一つ目の峠を越え、峠を下ると道幅が 

広くなって、ここで先を行くﾁｰﾑが大よそ見えてくる。前の選手との位置関係が分かると選手 

は走り易く、ﾍﾟｰｽを上げるきっかけになるが、後半にはもう一つの大きな坂が控えているため、 

ここまでに力を使ってしまうと後半は足が止まり、途中一時的に差を詰めても走り終わって 

みれば差が広がっているということになりかねない。 

 

 2 区の約 1km 地点からｺﾞｰﾙまでは走者保護を目的とし、『監督車』として各ﾁｰﾑに車 1 台の 

選手伴走が許されているため、2 区以降の選手は監督車から給水を受けられる。 

 今大会の監督車には色々と決まりがあり、車高 1.6m 以下（背の高い車だと競技関係車両等が 

後方から追越し辛く危険）、ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄおよびﾊｻﾞｰﾄ常時点灯、赤旗取付、ﾎﾞﾝﾈｯﾄへのﾁｰﾑ名板 

貼付け（安全性を考慮し周囲から駅伝伴走車と判別できるように）がある。 

 

 当社ﾁｰﾑ監督車はｽﾀｰﾄを前に 2 区の監督車待機所へ向かった。ｽﾀｰﾄ地点から 1 区走路を 

通って約 11ｋｍだが、一時、1 区ののどかな田園風景を眺めながら待機所に早々に到着した。 



 

 

 待機所に着いて間もなく、2 区を走る選手たちが次々とｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟの jog を始める。 

 ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟの方法は人それぞれだが、準備体操で身体をほぐし、3～5km 程度の jog、 

ｽﾄﾚｯﾁで関節可動部を広げる、100m くらいのｽﾌﾟﾘﾝﾄ（流し）を数本くらいが一般的だろう。 

競技者でない人からすれば、本番を走る前にそんなに走るのかと驚かれるのではないだろうか。 

  

 そんなｱｯﾌﾟをする選手の中に今年 2 区を走る渡辺瑠偉の姿があった。渡辺は千葉県出身の 

入社 1 年目、期待のﾙｰｷｰである。工場管理部に配属され、今はまだ業務を覚える見習いの日々 

を送っている。 

 入社から間もなく、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞを発症してしまい、そこから体調を戻すのに時間を要して 

しまった。入社後に 2 度ﾄﾗｯｸﾚｰｽを走ったが、本来の力からは程遠い結果となり、入社後の 

ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭに失敗し出遅れてしまった感は否めず悔しい思いがある。 

 何しろ大学時の 1 万 m、ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝでﾏｰｸした自己ﾍﾞｽﾄ記録はﾚﾍﾞﾙが高く、歴代当社入社 

選手で断トツのﾄｯﾌﾟ記録であり、周囲の期待をヒシヒシと感じていただけに、入社後初めての 

駅伝となる今回のﾚｰｽに対する意気込みは十分だ。 

 

 そして、いよいよﾚｰｽは 2 区へ移る。次々と大学勢が通過する中、渡辺の姿がﾊﾞｯｸﾐﾗｰに 

入ってきた。表情は普段通り非常に落ち着き払っているのが印象的だ。 

 渡辺は既に一般数ﾁｰﾑをかわし、前の大学勢を追う。ﾗｯﾌﾟﾀｲﾑは然程速くないが、前を行く 

ﾁｰﾑとの差は保ったまま峠へ差し掛かった。ゆったりとしたﾌｫｰﾑだが、登り坂の走りは適性 

としても悪くない。それを証明するかのように峠の頂上付近で前を行く大学ﾁｰﾑを捉えたが、 

後方から追ってきた別の学生選手には勢いがあり、峠の下りで追いつかれて激しく並走する。 

 

 

 

学生と競り合う渡辺 

 



 

 

峠を下り切って視界が開けると学生には離されたものの、前方には 1 分 30 秒のｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｰｼﾞが 

あった一般先頭ﾁｰﾑの姿が見えた。渡辺は一気に抜き去り、一般の部で先頭に躍り出た。 

 

 

一般の部の先頭を捉える渡辺 

 

 

 ﾚｰｽ前半の順位争いで疲労した渡辺は、後半の坂でキツい走りとなったが、前田監督のゲキ 

と給水により何とか持ち堪え、順位をｷｰﾌﾟしたままﾗｽﾄ 2km の市街地へ入っていく。 

 しかし、残り 2km だが足取りは重く、前を行く大学勢との差は広がっていく。ここで更に 

監督のゲキが飛び、給水を受けた渡辺は必死に声に反応し身体を前へ進める。 

 踏切に差し掛かって残り 1km となったが、最後まで緩やかなｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝが選手を苦しめる。 

 

 

2 区 渡辺 ⇒ 3 区 加藤へのﾀｽｷ渡し 



 

 

 3 区の加藤先輩のためにも、前のﾁｰﾑが見える位置で渡さなければならない。自らの役割を 

果たすべく走る激しい息づかいが監督車まで聞こえてきた。 

 そして、中継所が見えた渡辺は懸命にｽﾊﾟｰﾄして 3 区の加藤へﾀｽｷを渡し、安心したのか、 

その場へ倒れ込んだ。 

 最後まで苦しんだが、今持っている力は全て出し切った見事区間賞の走りであった。 

 

 

よく頑張った！！  瑠偉 お疲れ様！！ 

 

 

【2 区成績】一般の部 

 距離 ： 9.5km 

 順位 ： 1/39 位（大学を含む全体順位：7/53 位） 

 ﾀｲﾑ ： 29 分 05 秒（目標ﾀｲﾑ：29 分 00 秒） 

 

 

以  上 

 

 

※ ｲﾍﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄ（第 3 回：3 区）へ続く 


